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地方独立行政法人化！ 

もっとよりそう都立病院へ 

 

 

 

女性部 
イベント 
ニュース 
 

  

オーガニック精油を使用し、自分だけの香りの
アロマスプレーを作る1day教室を開催します。 

参加を希望される方は、氏名・勤務先・電話番
号を必ずご明記の上、11月27日（金）までに
メールにてお申し込みください。 

送信先：jyoseibu@t-byoinsibu.jp 

※会場前にて検温と手指のアルコール消毒   

   を実施いたします。 

 

日程  

12月12日（土） 

会場  
北沢タウンホール 

第2集会室 

開始時間  
13:30～16:30 

オーガニック精油を使用し、自
分だけの香りのアロマスプレー
を作る1day教室を開催します。 
 

※会場前にて検温と手指のアルコール   

  消毒を実施いたします。 

 

 東京都人事委員会は、ボーナスに続いて毎月の

給料について18日に勧告を出すようです。国も23

区も毎月の給料については昨年同様で決着してい

ます。来週の支部ニュースに注目を！ 

 

注 目 

都人事委員会が18日勧告予定 

昇給しない環境で医療者は育たない 
人を育てるコストを負担しない独法化が医療を壊す 

どうなる給料！ 

 冬のボーナスが支給されました。明細を見てがっ

かりした人も多いと思います。「医療関係者の皆さ

まには心から敬意を表したい」という小池都知事の

私たちへのメッセージが、ボーナスの年間0.1月引き

下げです。ボーナスを引き下げる敬意の表し方があ

るなんて、びっくりです。全国で感染の急拡大を受

けて、看護師不足による医療崩壊の可能性が取りざ

たされています。建物や医療機器はすぐにでも準備

することができますが、そこで働く人は一朝一夕に

育てることはできないのです。ECMOや人工呼吸器を

扱える看護師を育てるには数年の歳月が必要です。

そこで、大阪のコロナ重症センターでは足りない看護師を50万の月給で募集をかけました。大阪府立病院を

独法化して看護師の給料を切り下げ、働き続けるモチベーションを失わせておきながら、他県の医療を支え

る看護師を横取りしているのです。自らは看護師を育成する費用を負担せず、必要になったら金の力で引き

抜くやり方はモラル崩壊です。都も独法化で給与カーブをフラット化し、看護師を育てるコストを負担する

ことから逃げようとしています。モチベーションをもって働き続けることができる賃金カーブでなければ、

高い技術を持った看護師を養成することはできません。 

毎年大好評の女性部主催『味噌づくり』ですが、

2021年は受注販売形式で実施することになりまし

た。 

注文方法や価格等は現在

調整中です。 

決定次第お知らせいたし

ますので、お楽しみに♪ 

年末年始の書記局は12月25日（金）まで、年始は

1月4日（月）からとなります。 


